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   2020 年 7 月 6 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
２
日
、東
京
の
感
染
者
が

１
０
７
人
と
急
増
し
た
」

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
６
月
30
日
、

「『
香
港
国
家
安
全
維
持

法
』
制
定
に
厳
し
く
抗
議

し
、
撤
回
を
求
め
る
」
と

の
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。

一
、
中
国
の
全
国
人
民
代

中
国
が
「
国
家
安
全
法
」
を
強
行

一
国
二
制
度
を
有
名
無
実
化

　
　

日
本
共
産
党 

志
位
委
員
長
の
談
話

表
大
会
（
全
人
代
）
常
務

委
員
会
は
本
日
、「
香
港
国

家
安
全
維
持
法
」
を
採
択

し
た
。
こ
れ
は
、
香
港
で

の
人
権
抑
圧
を
い
っ
そ
う

強
め
、
中
国
の
国
際
公
約

で
あ
る
「
一
国
二
制
度
」

を
有
名
無
実
化
す
る
暴
挙

で
あ
る
。香
港
立
法
会（
議

会
）
の
審
理
抜
き
に
中
央

政
府
が
一
方
的
に
押
し
付

け
る
と
い
う
、
民
主
的
手

続
き
を
無
視
し
た
や
り
方

で
強
行
さ
れ
た
こ
と
も
重

大
で
あ
る
。
日
本
共
産
党

は
同
法
の
制
定
に
厳
し
く

抗
議
し
、
そ
の
撤
回
を
求

め
る
。

（
以
下
略
。全
文
は
日
本
共

産
党
HP
に
掲
載
）

科学者会議声明
　３密対策無視の原発避難計画
　原発の即時停止を

「東京新聞」（6 月 18 日）の一面トップ記事に

　

日
本
科
学
者
会
議
が
４

月
23
日
に
出
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
中
の
今
、
原
子
力
発
電

所
の
即
時
運
転
停
止
を
求

め
る
」
声
明
を
『
東
京
新

聞
』（
６
月
18
日
付
）
が
一

面
ト
ッ
プ
記
事
で
扱
っ
て

い
ま
す
。

　

声
明
は
原
発
事
故
の
場

合
、「
放
射
性
物
質
の
防
護

の
た
め
に
屋
内
退
避
が
不

可
欠
で
、『
密
室
』
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、

「
避
難
場
所
そ
の
も
の
で

感
染
爆
発
、
修
羅
場
と
な

り
か
ね
な
い
」と
指
摘
、稼

働
即
時
停
止
を
訴
え
て
い

ま
す
。『
東
京
新
聞
』は
声

明
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、

屋
内
待
避
の
場
合
、
被
ば

く
回
避
を
優
先
し
原
則
換

気
を
行
わ
な
い
、
と
の
政

府
通
達
の
矛
盾
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

　

財
務
省
発
表
に
よ
る
と
、

資
本
金
10
億
円
以
上
の
大

企
業
が
保
有
す
る
内
部
留

保
が
４
８
７
・
６
兆
円
と

過
去
最
高
で
す
。

　

第
２
次
安
倍
政
権
発
足

直
前
の
12
年
か
ら
現
在
ま

で
の
推
移
を
見
る
と
、
内

部
留
保
が
１
・
54
倍
と
大

き
く
増
え
る
一
方
、
売
上

高
は
１
・
11
倍
の
伸
び
に

大
企
業
内
部
留
保
４
８
８
兆
円

  

コ
ロ
ナ
禍
で
も
過
去
最
高

　

   　
労
働
者
の
賃
金
を
抑
制

と
ど
ま
り
、
労
働
者
１
人

当
た
り
の
賃
金
は
横
ば
い

制
す
る
こ
と
で
内
部
留
保

を
増
や
し
て
き
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
べ
で

は
、
５
月
29
日
の
段
階
で

１
万
６
７
２
３
人
が
解
雇

さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
業
績
悪
化

を
口
実
に
労
働
者
を
解
雇

す
る
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

内
部
留
保
を
活
用
さ
せ
て

雇
用
を
維
持
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

「
神
奈
川
や
千
葉
、埼
玉
で

も
東
京
由
来
の
感
染
者
が

増
え
て
い
る
」「
東
京
都
が

数
値
基
準
を
な
く
し
た
の

は
問
題
だ
」「
コ
ロ
ナ
専
門

家
会
議
が
解
散
さ
せ
ら
れ

た
。
な
ぜ
だ
」「
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
開
き
だ
し
た
が
、

都
立
図
書
館
が
予
約
制
で

満
杯
。
当
日
な
ら
ぶ
し
か

な
い
」「
免
許
証
更
新
は
更

新
時
期
が
延
長
さ
れ
た
が

混
み
合
っ
て
い
る
」「
世
界

で
は
１
０
０
０
万
人
を
突

破
。
死
者
は
50
万
人
を
超

え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
資

本
提
携
（
25
日
）。「
５
Ｇ

技
術
開
発
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に

６
４
４
億
円
を
出
資
す
る

と
い
う
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
４
・
77
％
の
株
式
を

取
得
す
る
」「
３
月
に
は
ト

で
す（
図
）。
売
上
高
が
伸

び
な
い
も
と
で
賃
金
を
抑
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ヨ
タ
自
動
車
と
業
務
資
本

提
携
し
て
い
る
。
経
営
方

針
が
変
わ
っ
た
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ

ジ
ー
、
三
菱
商
事
と
業
務

提
携
（
30
日
）。「
電
話
局

の
蓄
電
池
の
活
用
や
自
前

の
発
送
電
網
を
整
備
し
、

再
生
エ
ネ
に
本
格
参
入
す

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

レ
ジ
袋
有
料
化
（
７
月

１
日
）。「
１
日
、
コ
ン
ビ

ニ
で
買
い
物
し
た
ら
必
要

か
聞
か
れ
た
」「
エ
コ
バ
ッ

ク
を
使
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
セ
・
パ
と

も
に
連
勝
、
連
敗
の
チ
ー

ム
が
目
立
つ
」「
パ
の
同

チ
ー
ム
６
連
戦
は
気
分
転

換
が
で
き
な
い
と
選
手
が

　

日
本
学
術
会
議
な
ど
13

力
国
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

と
世
界
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー

は
５
月
28
日
、
基
礎
研
究

へ
の
公
的
投
資
の
拡
充
を

求
め
る
共
同
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、レ
ー
ザ
ー
、ナ

　

安
倍
首
相
の
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
議
論
表
明

　
敵
基
地
攻
撃
と
は
先
制
攻
撃

　
　
　
　

憲
法
蹂
躙
の
議
論
許
せ
な
い

　

安
倍
首
相
が
敵
基
地
攻

撃
能
力
保
有
に
つ
い
て
今

夏
に
も
国
家
安
全
保
障
会

議
で
の
議
論
を
開
始
す
る

と
表
明
。
こ
れ
に
対
し
日

基礎研究に公的投資を

　各国アカデミー声明

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
遺
伝

子
編
集
技
術
、Ｍ
Ｒ
Ｉ（
核

磁
気
共
鳴
画
像
）
な
ど
現

代
の
技
術
の
ほ
と
ん
ど
が

基
礎
研
究
の
成
果
だ
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

国
境
を
超
え
た
科
学
の

営
み
は
、
異
文
化
間
の
対

話
、
国
際
理
解
、
平
和
に

貢
献
で
き
る
と
し
て
、
気

候
変
動
、
自
然
災
害
、
新

興
病
原
体
な
ど
困
難
な
課

題
に
直
面
す
る
現
在
、
基

礎
研
究
が
人
類
の
歴
史
の

ど
の
時
期
よ
り
も
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
強
調
し
、

基
礎
研
究
を
安
定
的
に
支

え
る
た
め
の
政
府
投
資
は

新
し
い
知
識
の
発
展
に

と
っ
て
主
要
な
資
金
源
だ

と
訴
え
て
い
ま
す
。

本
共
産
党
の
小
池
書
記
局

長
は
５
月
22
日
、「
憲
法
上

の
立
場
を
完
全
に
蹂
じ
ゅ
う
り
ん躙
す

る
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま

し
た
。

　

小
池
氏
は
、
政
府
は
長

距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
な
ど

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

に
向
け
た
動
き
を
強
め
て

お
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
加

テレワーク
半数「勤務長くなった」
約７割が残業の申告せず
　　　連合調査

　

テ
レ
ワ
ー
ク
し
た
人
の

51
・
５
％
が
通
常
勤
務
よ

り
長
時
間
労
働
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
連
合
の
調

査
で
分
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
調
査
会
社
登

録
の
１
０
０
０
人
を
対
象

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実

施
。
労
働
時
間
が
通
常
勤

務
よ
り
長
く
な
っ
た
の
は

男
性
58
・
４
％
、
女
性
44
・

６
％
で
し
た
。
時
間
外
・

休
日
労
働
を
し
た
の
は

38
・
１
％
で
し
た
。
56
・

４
％
が
残
業
し
て
も
会
社

か
ら
認
め
ら
れ
ず
、
65
・

１
％
が
申
告
し
て
い
な
い

と
答
え
ま
し
た
。

　

申
告
し
な
い
理
由
は
、

「
申
告
し
づ
ら
い
」「
時
間

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
」

が
い
ず
れ
も
２
割
台
で
上

位
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ

リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
）
は

「
通
勤
が
な
い
た
め
時
間

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
終
了

（
30
日
）。「
終
了
直
前
に
利

用
し
た
」「
７
月
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
『
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
』
の
申
し

込
み
が
始
ま
る
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
使
い
た

く
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
あ
お
り
運
転
」厳
罰
化

施
行
（
30
日
）。「
怖
い
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
香
港
国
家
安
全
法
」成

立
（
30
日
）。「
一
国
二
制

度
は
有
名
無
実
に
な
る
」

「
香
港
で
の
人
権
抑
圧
を

一
層
強
め
る
暴
挙
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

ゴ
マ
カ
シ
・
す
り
替
え
だ

と
批
判
。
歴
代
の
防
衛
庁

長
官
、
防
衛
大
臣
の
中
か

ら
も
「
非
現
実
的
だ
」
と

指
摘
さ
れ
た
も
の
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
敵
基
地
攻
撃

と
は
先
制
攻
撃
で
あ
り
、

こ
ん
な
こ
と
を
や
れ
ば
日

本
に
対
す
る
反
撃
を
招
い

て
甚
大
な
被
害
を
日
本
の

国
土
、
国
民
に
も
た
ら
す

こ
と
に
も
な
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
ま
と
も
に

考
え
た
議
論
と
は
思
え
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

速
す
る
も
の
と
警
告
。
ま

た
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
」
導
入
の
破
綻
と
い
う

自
ら
の
失
態
を
覆
い
隠
す
、

を
有
効
利
用
で
き
る
」
が

74
・
６
％
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
「
勤
務
時
間
と
そ
れ
以

外
の
区
別
が
付
け
づ
ら

い
」
が
44
・
９
％
で
と
も

に
最
多
で
し
た
。

こ
ぼ
し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
２
日
、
梅
雨
の
晴
れ

間
。
東
京
は
湿
度
が
高
く

蒸
し
暑
か
っ
た
」「
ア
ガ
パ

ン
サ
ス
の
花
が
あ
ち
こ
ち

で
咲
き
始
め
た
。
空
色
で

涼
し
げ
に
感
じ
る
」


